


乗換のためにスロープ、
エレベーターで路上へ出られる

一般道での移動

のみかた

〇乗車駅と降車駅で、バリアフリー設備の状況が異なる場合がありますのでご注意ください。　〇目安値は、車椅子の仕様やご利用の方により適さない場合があります。
〇このマップは、各鉄軌道事業者からの情報に基づき、国土交通省が作成しています。このマップに対するご意見等につきましては、国土交通省鉄道局鉄道サービス政策室までお願いいたします。

問い合わせ先：国土交通省鉄道局鉄道サービス政策室　　電話（03）5253-8111（代表） FAX（03）5253-1635　電子メール hqt-tetsudo-service@mlit.go.jp

■必ずお読みください

プラットホームと車両の間の段差・隙間は、車両乗降口の段差３㎝、隙間７㎝を目安として、ともにこれら以下を満たしている場合に、「段差・隙間が小さい」としています。
これは、車両やホーム上におけるもっとも条件のよい位置での値（段差・隙間）を示しているもので、
目安値となります（車椅子での乗降に適した場所にスロープを設置してある駅もあります）。
※段差・隙間は、車両の乗車率、乗客の偏りによる車両の揺れ、レールや車輪の摩耗、レールのゆがみ等により、必ずしも一定の状態にはならず、ある程度の幅を有します。
※車両や車内の混雑状況、ホームの位置によって状況が異なりますので、必ずしもすべての車両・ホームの位置における段差・隙間を示すものではありません。

■「プラットホーム～車両間」について

プラットホーム～車両間の段差・隙間が大きい

地上～プラットホーム間は車椅子で単独移動が難しい
プラットホーム～車両間は車椅子で単独乗降が難しい

プラットホーム～車両間の段差・隙間が小さい

地上～プラットホーム間は車椅子で単独移動しやすい
プラットホーム～車両間は車椅子で単独乗降しやすい

プラットホーム～車両間の段差・隙間が大きい

地上～プラットホーム間は車椅子で単独移動しやすい
プラットホーム～車両間は車椅子で単独乗降が難しい

プラットホーム～車両間の段差・隙間が小さい

地上～プラットホーム間は車椅子で単独移動が難しい
プラットホーム～車両間は車椅子で単独乗降しやすい

地上～プラットホーム間の通路に
車椅子で単独移動ができるスロープ、エレベーターあり

地上～プラットホーム間の通路に
車椅子では通行できない階段、または介添えや事前のご連絡が必要なエスカレーター、車椅子用階段昇降機あり

改札外通路、改札内通路ともに
通行不可または介添えが必要

乗換のため路上に出る通路は
通行不可または介添えが必要

スロープ、エレベーターのある
改札内通路で乗換

スロープ、エレベーターのある
改札外通路で乗換

改札外通路は
通行不可または介添えが必要

改札内通路は介添えが必要
改札外通路で乗換

車椅子単独での乗換がしやすい

段差：3㎝

隙間：7㎝

路線間乗換の移動
改札外の地下通路、専用通路、駅構内通路に

車椅子で単独移動ができるスロープ、エレベーターあり
改札外の地下通路、専用通路、駅構内通路に、車椅子では通行できない階段、
または介添えや事前のご連絡が必要なエスカレーター、車椅子用階段昇降機あり

段差・隙間
の目安値

プラットホーム

車椅子単独での乗換が難しい
介添えの方が同伴されていても、車椅子では通行できない階段のみの駅もありますのでご注意ください

乗降駅の地上～プラットホーム～車両間の移動

このマップは、主として車椅子を利用される方を対象に、東京都心の駅におけるバリアフリー乗降設備の状況をまとめたものです。
駅のバリアフリー設備の状況や駅員による介添えのご依頼につきましては、ご利用になる鉄軌道事業者までご確認・ご依頼いただけますようお願いいたします。
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